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サンタ・アナ村
から広がる
隊員の
環境教育活動
日本人ボランティアが、開発途上国で地元の人たち
から何かを学んだという話はよく聞く。今回紹介す
る青年海外協力隊員は、現地で学んだことをもとに
環境問題を提起する機会を得た。環境教育を進め
るとともに、水問題を訴えて活動の場を広げる彼ら
の取り組みを紹介する。

コロンビア
COLOMBIA

登校するバルバコア学校の生徒たち

も
ら
っ
た
。
馬
場
さ
ん
の

役
割
は
、
理
科
の
授
業
の

一
部
を
受
け
持
ち
、
各
ク

ラ
ス
で
生
徒
の
環
境
保
全

意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
。

ご
み
を
不
法
投
棄
す
る
と

ど
う
な
る
の
か
、
汚
水
を

海
に
流
す
と
ど
ん
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
。
子
ど

も
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
学
校
の
外
に

出
て
村
中
を
歩
き
、
船
着

き
場
や
貯
水
池
を
見
学
す

る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し

は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
縦
断
す
る
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
に

通
じ
る
運
河
を
定
員
15
人
ほ
ど
の
ボ
ー
ト
で
渡
る
。

南
西
に
細
長
く
伸
び
る
バ
ル
ー
島
は
、
か
つ
て
陸

続
き
の
半
島
だ
っ
た
が
、
運
河
の
建
設
に
よ
り
南

米
大
陸
本
土
と
切
り
離
さ
れ
た
た
め
、
交
通
の
便

は
あ
ま
り
良
く
な
い
。

ボ
ー
ト
を
降
り
、
路
面
状
態
の
悪
い
道
を
乗
り

合
い
ト
ラ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
て
30
分
ほ
ど
で
、
人
口

数
千
人
の
サ
ン
タ
・
ア
ナ
村
に
到
着
し
た
。
こ
の

村
の
小
中
学
生
が
通
う
バ
ル
バ
コ
ア
学
校
で
、
青

年
海
外
協
力
隊
の
馬
場
明
日
希

あ

す

き

さ
ん
が
、
校
内
の

教
職
員
宿
舎
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

環
境
教
育
を
指
導
し
て
い
る
。

さ
っ
そ
く
校
内
を
歩
き
、
教
室
を
見
学
さ
せ
て

コ
ロ
ン
ビ
ア
北
部
の
カ
リ
ブ
海
沿
岸
に
位
置
し
、

人
口
お
よ
そ
90
万
人
を
有
す
る
港
湾
都
市
カ
ル
タ

ヘ
ナ
。
16
世
紀
に
築
か
れ
た
旧
市
街
は
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
に
は
美
し
い
海
岸

が
広
が
る
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
も
あ
る
。

こ
の
国
で
は
全
般
的
に
、
先
住
民
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
混
血
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
が
多
い
。
し
か
し
カ

リ
ブ
海
沿
岸
地
域
は
ア
フ
リ
カ
人
奴
隷
が
連
れ
て

来
ら
れ
た
歴
史
か
ら
、
今
で
も
カ
ル
タ
ヘ
ナ
や
そ

の
周
辺
は
黒
人
比
率
が
高
い
。

カ
ル
タ
ヘ
ナ
か
ら
20
キ
ロ
ほ
ど
南
に
位
置
す
る
、

バ
ル
ー
島
の
サ
ン
タ
・
ア
ナ
村
に
向
か
う
。
島
へ

子どもたちに囲まれた馬場さん

授業では、学校の外に出て村中を歩き、船着き場や貯
水池を見学しながら生徒たちに環境問題を考えさせる

文・写真＝さかぐちとおる（著述家）
text and photos by Sakaguchi Toru

運河をボートで渡って乗り合いトラックでサンタ・アナ村に向かう

子
ど
も
た
ち
に
環
境
保
全
意
識
を
啓
発
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そ
の
後
も
テ
ク
ノ
ロ
ヒ
カ
大
学
や
、
地
元
サ
ン

タ
・
ア
ナ
で
も
発
表
を
行
っ
た
。
特
に
「
水
の
使
い

方
を
村
か
ら
学
ぼ
う
」
と
い
う
発
想
が
意
外
と
新
鮮

だ
っ
た
よ
う
で
、
彼
女
た
ち
の
訴
え
が
聴
衆
の
心
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て
い
る
。

バ
ル
バ
コ
ア
学
校
の
母
体
で
あ
る
マ
リ
オ
・
サ
ン

ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
財
団
は
、
貧
困
地
域
の
人
々
の
能
力

開
発
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
住
民

の
健
康
と
教
育
を
考
え
、
バ
ル
ー
島
の
地
場
産
業
で

あ
る
手
工
芸
品
制
作
と
、
環
境
と
の
調
和
を
目
指

し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
事
業
の
一
環
と
し
て
、
馬
場
さ
ん
は
２
０

０
５
年
７
月
に
サ
ン
タ
・
ア
ナ
村
に
派
遣
さ
れ
た
。

カ
リ
ブ
海
沿
岸
で
あ
る
こ
の
地
方
は
、
熱
帯
気

候
の
た
め
か
な
り
暑
く
、
馬
場
さ
ん
の
故
郷
、
北

海
道
と
は
ま
る
で
気
候
が
違
う
。
宿
舎
に
は
冷
房

設
備
が
な
く
、
停
電
で
扇
風
機
が
動
か
な
い
こ
と

も
日
常
的
で
、
雨
期
に
は
蚊
が
大
量
発
生
す
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
「
何
か
つ
ら
い
こ
と
は
？
」
と

聞
い
て
も
、
馬
場
さ
ん
は
弱
音
を
吐
か
な
い
。
彼

女
は
学
生
時
代
に
部
活
動
で
毎
週
の
よ
う
に
登
山

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
体
力
や
忍
耐
強
さ
に

は
自
信
が
あ
り
そ
う
だ
。

サ
ン
タ
・
ア
ナ
村
の
住
民
の
大
半
は
黒
人
で
、
ア

フ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
国
に
来
た
よ
う
な
錯
覚
を
起

こ
す
。
村
に
は
公
共
設
備
が
あ
ま
り
整
っ
て
お
ら

ず
、
都
市
部
に
比
べ
る
と
人
々
の
生
活
は
質
素
だ
。

馬
場
さ
ん
は
「
物
資
は
少
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な

陽
気
で
幸
せ
そ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
」
と
言
う
。

水
道
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
た
め
た
雨

水
や
池
の
水
を
利
用
し
、
小
さ
い
お
け
で
少
し
ず

つ
水
を
使
う
。
村
人
が
一
人
当
た
り
使
用
す
る
水

量
は
、
都
市
生
活
者
の
10
分
の
1
程
度
と
い
う
統

計
も
あ
る
。
最
近
、
こ
の
村
の
水
道
普
及
率
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
喜
ば
し
い
一
方
で
、「
水

を
無
駄
遣
い
す
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
心
も
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
…
」
と
馬
場
さ
ん
は
不
安

を
隠
せ
な
い
。

ま
た
、
バ
ル
ー
島
の
周
囲
で
は
、
海
洋
汚
染
が
進

水
資
源
の
活
用
を
村
人
か
ら
学
ぶ

み
、
サ
ン
ゴ
礁
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

島
の
下
水
は
ご
く
限
ら
れ
た
量
で
、
汚
染
の
主
な

原
因
は
大
都
市
カ
ル
タ
ヘ
ナ
か
ら
の
工
業
排
水
や

生
活
排
水
、
運
河
を
流
れ
て
く
る
ほ
か
の
都
市
か

ら
の
汚
水
だ
。
村
人
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
彼
ら

は
環
境
汚
染
の
�
被
害
者
�
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
見
か
ね
た
馬
場
さ
ん
は
、
仲
間

の
隊
員
と
と
も
に
行
動
を
起
こ
し
た
。
同
じ
く
環

境
教
育
の
活
動
を
す
る
た
め
に
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
近

郊
の
ロ
サ
リ
オ
島
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
釣
田

つ

り

た

い
ず

み
さ
ん
と
水
環
境
部
会
の
開
催
を
企
画
。
サ
ン
タ
・

ア
ナ
村
を
例
に
水
の
使
い
方
を
村
か
ら
学
ぶ
と
い

う
発
想
の
も
と
、
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
や
講
演
会

を
通
じ
て
、
周
囲
の
海
洋
汚
染
も
含
め
た
水
問
題

を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
訴
え
る
こ
と
が
目
的
だ
。

こ
の
企
画
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
コ
ロ
ン
ビ
ア
事
務
所
は

も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
大
学
関
係
者
の
賛
同
も
得
ら

れ
、
水
環
境
部
会
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

06
年
８
月
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
に
あ
る
サ
ン
・
ブ
エ

ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ラ
大
学
で
、
馬
場
さ
ん
、
釣
田
さ
ん

に
よ
る
第
1
回
水
環
境
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。
水

問
題
を
提
起
す
る
全
25
枚
の
写
真
パ
ネ
ル
を
学
生

食
堂
に
展
示
し
、
教
室
で
は
大
勢
の
聴
衆
を
前
に

ビ
デ
オ
上
映
も
交
え
て
講
演
会
を
行
っ
た
。
ス
ペ

イ
ン
語
で
の
発
表
も
順
調
に
進
み
、
出
席
者
に
は

と
て
も
好
評
だ
っ
た
。

活
動
の
場
を
広
げ
る
水
環
境
部
会

を
と
ら
え
た
。

さ
ら
に
2
人
は
、

カ
ル
タ
ヘ
ナ
周
辺
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ほ
か

の
地
域
で
活
動
す
る

隊
員
の
協
力
を
得

て
、
開
催
の
場
を
広

げ
て
い
る
。
中
部
の

高
原
都
市
ア
ル
メ
ニ

ア
で
は
、
06
年
10
月
に

キ
ン
デ
ィ
オ
大
学
で

発
表
す
る
機
会
を
得
た
。
ま
た
首
都
ボ
ゴ
タ
で
は

3
月
に
、
ロ
ス
・
ア
ン
デ
ス
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。

水
を
取
り
巻
く
問
題
は
、
世
界
各
地
で
深
刻
さ

を
増
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
日
本
の
若

者
た
ち
の
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
草
の
根

レ
ベ
ル
で
水
問
題
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま

り
、
取
り
組
む
動
き
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

カルタヘナから250キロ西

に位置する、タイロナ国立公

園。この一帯は、海岸近くま

で熱帯雨林が広がっており、

海水浴とトレッキングが楽しめ

る場所だ。

拠点の町サンタ・マルタか

ら乗ったバスの車内で、私は

隣の席の若い女性に話し掛け

られた。ビクトリアという名の

彼女は首都ボゴタの大学生

で、授業が休みのこの時期、

2カ月ほどの予定で、タイロナ

国立公園の自然保護ボランテ

ィアをしているという。

公園入り口前のバス停で降

り、そこから1時間以上かけて、

海岸まで登山道を歩いてい

く。その道中ビクトリアは、ウ

ミガメの保護など自分たちの

活動の話をしてくれて、観光客

のマナーに関しても触れた。

「国立公園に来る人たちは、

欧米からの観光客と地元コロ

ンビア人の割合が半 く々らい。

ごみを散らかす人は、残念な

がらコロンビア人が多いの」

と話す。ある時彼女が、登山道

でごみを捨てた地元の人を注

意したところ、「こちらは入域料

を払っているんだから、ごみは

あなたたちが集めればいいだ

ろう」と開き直られたそうだ。

コロンビア人は環境保全の

意識がまだまだ希薄なのかも

しれない。一方でビクトリアの

ように、ボランティアたちの活

動が効果をあげつつある。

自然保護活動をする
女子学生に出会う

ウミガメの卵が
ある保護柵の
前に立つビクト
リア

NOTE

展示用のパネルを手にした馬場さん（左）と釣田さん（右）

あずまやのような風通しの良い教室

サンタ・アナ村では水道工事が進みつつあるスペイン語で授業を行う馬場さん
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